
 

 

 

 

 

 

今週２４日（火）に運動会を実施しましたところ、早朝より多数ご参

観いただきありがとうございました。心配しておりましたインフル・コ

ロナ等感染症も本校ではいったん落ち着き、運動会を無事終えること

ができました。子どもたちのこれまでの頑張りと共に、ご家庭でのこれ

までのご協力、そして、お子さんへの温かい励ましのサポートのおかげ

と感謝いたします。当日朝は寒く、もやがかかっていましたが、次第に

秋晴れとなってきました。学年部ごとの参観となりましたが、お子さん

の頑張っている姿はいかがでしたでしょうか。今までで最高の発表ができた子、緊張して練習の

成果が十分発揮できなかった子など、いろいろだったと思います。でも、この 1か月間みんなで

励まし合い、頑張り通してきたことは、これからの生活の中で必ず生きてくるものと確信してお

ります。 

さて、来週から１１月です。朝晩の気温も１０℃を下回り、一段と秋が深

まってきます。これから体調管理も難しく、本校でもインフル・コロナ等感

染症が流行しないか心配です。今月も、子どもたちにとって実りのある充実

した月となりますよう、職員一同、努めていきたいと思います。どうぞよろ

しくお願いします。 

 

【今回は地域の方々も運動会の応援に駆けつけてくださいました】（順不同） 
◆自治連合会会長：真嶋 龍道 様 ◆まちづくり協議会会長：三田 光夫 様 
◆青少年育成学区民会議会長：鳥井 義徳 様 ◆ＰＴＡ会長：志村 直人 様 
◆「人権・生涯」学習推進協議会会長：加藤 富雄 様 ◆日吉中学校長：松代 弘 様 
◆民生委員児童委員協議会主任児童委員：西田 澄子 様・増田 玲子 様 
◆下阪本幼稚園長：岸本 光香 様    ※お忙しい中、ありがとうございました。 
 

【インフルエンザ、大流行の兆し…】 
長かったコロナ禍を脱し、普段の生活を取り戻したようにも見えますが、今年は様々な感染

症が流行しています。春から夏にかけては、ヘルパンギーナや RS 感染症、そして、例年では

11 月から 3 月にかけて流行するインフルエンザが、夏の終わりごろから全国的に猛威をふる

っています。ここにきて、近隣の学校園でも、発熱、風邪症状等による学級閉鎖が相次いでい

ます。流行の傾向が例年とは全く異なり、これからどのように流行するのか予

測が難しいです。有効な予防策は、やはり「手洗い」「うがい」、そしてこまめ

な「換気」が基本となります。学校でも、まずは基本的な予防策を徹底してい

きます。ご家庭でも、十分な休養とバランスのとれた栄養摂取でお子さんの体

調が整えられますよう、ご協力をお願いします。 

下阪本小だより 
～自分大好き・友だち大好き・しもさか大好き～ 

児童数：８２６名 

令和５年 10 月 27 日 



【大きな成長の機会となりました・・・】 

２学期の大きな行事の一つである「運動会」が成功裡に終わりまし

た。みんなで考えた「一人ひとりが全力でいどみ、笑顔あふれる運動

会にしよう！」のスローガンのもと、この日に向けて練習を重ねてき

ました。コロナ禍が明け、６年生もいろいろな役割（テントや長机・

パイプ椅子の出し入れ、決勝、用具、放送などの仕事）を受けもち、

運営の手伝いをしてくれました。久しぶりに、みんなの目の前で、学

校の代表だという自負をもって、一人ひとりが係の役割を意識し、懸

命に活躍していた姿が印象的でした。改めて、子どもたちの生き生きと

した姿や素晴らしい力に感動するとともに、６年生の活躍でこの運動会

が支えられていることを実感しました。 

団体競技では、相手に勝つために仲間と助け合い、協力し合う気持ち

が必要です。この１か月間の練習の過程で、仲間意識が必要となり、自

然とその思いをもつことができるようになったと思います。仲間と気持

ちを一つにして、物事を進めることは、学校生活を楽しく過ごすために

大切なことです。 

団体演技では、ダンスや技を成功させるために、心を一つにすること、

そして、仲間に迷惑をかけないように声をかけ合い、周囲に気を配って

いる姿がありました。この仲間への心遣いは、皆が一緒になって必死に

1 つのものを創り上げる過程で養われます。少し困難なダンスや技に挑

戦することで意欲が高まり、励まされたりほめられたりすることで、自

信となって自己肯定感が育っていきます。 

さらに、係や応援団のリーダーとして集団での役割を自覚し、責任を

もって仕事をやり切ることは、将来の社会生活で欠かせない大切な経験

です。この主体的な取り組みを通して、６年生は最高学年としての自覚

や自分への自信が一段と高まったことと思います。また、色集団による

異年齢の交流では、下学年に対する思いやりの気持ちや自己有用感（「人

の役に立っている」「人から認められている」と感じること）も高まりま

す。そして、６年生がみんなのために働く姿や活躍する姿を目の当たり

にして、下学年の子どもたちが６年生にあこがれや尊敬の気持ちを抱

き、「自分もあんなお兄さんやお姉さんになりたい」という思いや願いを

もちながら、学校生活に目標や希望をもつことになります。 
運動会など学校行事では、子どもたちの心を育て、自己実現を図ろう

とする態度を育てます。コロナ禍が明け、様々な場所や機会で、子ども

たちの活躍する場が増えてきました。２学期後半も、子どもたちの満足

感や達成感、連帯感や所属感、そして自己有用感を高め、一人ひとりが

大きく成長できる場面を数多く創っていきたいと考えています。自分の

力を大いに発揮し、みんなと心を合わせて様々なことに取り組むこと

で、学校生活への満足感や充実感を高めていきたいと思っています。 

◆少しでも学校行事や子どもたちの学習の様子等を 

  お伝えできればと思い、「今日の下阪本小」から随時発信しています。 

☆下阪本小学校のホームページ  http://www.otsu.ed.jp/smsk/ 


